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発
刊
に
よ
せ
て

津
田
政
麿

一
雲

掴
劉
献
営
云

私
力
平
沼
禰
太
郎
先
生
に
お
あ
↓
し
た
の
は
昭
和
二
十
三
：
：
四
年
の
こ
と
で
私
の
五
十
三
～
四
才
の

判
と
う
と
で
Ｌ

頃
の
事
で
あ
る
．
私
は
木
彫
家
と
し
て
、
三
木
宗
策
先
生
の
弟
弟
子
と
し
て
全
く
ほ
ん
と
う
の
兄
弟
の

よ
う
な
交
り
を
し
て
お
っ
た
。
其
の
頃
三
木
先
生
の
も
と
に
平
沼
さ
ん
が
お
弟
子
入
り
し
て
私
も
一
度
、

三
木
先
生
の
お
宅
で
、
お
目
に
か
か
っ
た
記
憶
が
あ
り
ま
す
。

其
の
頃
三
木
先
生
は
、
木
彫
界
の
ホ
ー
プ
と
し
て
活
躍
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
が
、
残
念
な
事
に
、
世
界

戦
争
の
終
り
と
同
時
に
、
た
し
か
五
十
三
才
の
若
さ
で
病
死
さ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

平
沼
先
生
は
、
御
両
親
の
菩
提
を
弔
ら
う
念
願
か
ら
、
三
木
先
生
に
師
事
し
て
聖
観
音
、
椛
天
、
帝
釈

天
、
地
蔵
聯
等
を
彫
り
、
持
山
の
中
腹
に
お
堂
を
建
て
、
次
に
仁
王
門
を
計
画
さ
れ
先
ず
祖
先
の
植
え
お

か
れ
た
柿
の
大
木
を
切
り
出
し
一
丈
余
の
仁
王
尊
の
彫
刻
に
打
ち
込
ま
れ
た
の
で
あ
り
ま
す
。

と
こ
ろ
が
不
幸
に
も
三
木
先
生
の
突
然
の
死
に
よ
り
一
大
支
障
を
き
た
し
た
の
で
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
或
日
突
然
私
の
家
に
平
沼
先
生
ご
夫
妻
が
お
み
え
に
な
り
、
実
は
ご
承
知
の
通
り
三
木
先
生
の

不
慮
の
ご
他
界
に
よ
り
、
仁
王
尊
彫
刻
が
未
完
成
に
て
途
方
に
ｆ
れ
て
お
り
ま
す
ゆ
え
、
是
非
と
も
私
に

三
木
先
生
に
か
わ
っ
て
力
を
か
し
て
下
さ
い
と
の
お
話
で
し
た
が
、
ま
だ
ま
だ
私
如
き
未
熟
者
に
は
其
の

人
で
は
な
い
と
辞
退
い
た
し
ま
し
た
が
、
た
っ
て
の
お
話
で
あ
り
ま
し
た
の
で
、
三
木
先
生
の
あ
と
を
、

引
き
つ
ぐ
事
に
な
り
、
お
山
の
ア
ト
リ
エ
に
参
上
致
し
仁
王
様
を
拝
見
い
た
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、
も
早
や

大
体
出
来
て
お
り
、
全
く
初
め
て
木
彫
仏
の
丸
彫
り
に
て
し
か
も
じ
か
彫
り
に
て
丈
余
の
仁
王
尊
像
を
立



故
・
三
木
宗
策
氏
桐
江
か
手
か
吟
た

最
初
の
仏
像
彫
刻
（
聖
観
音
、
掩
天
、
帝

釈
天
）
の
制
作
に
際
し
て
大
い
に
指
導
、
助

言
を
与
え
た
良
き
師
で
あ
り
、
ま
た
沢
田

政
広
の
畦
誌
予
で
も
あ
る
（
文
・
帝
展
審

歴
任
、
木
彫
家
）
一
八
九
一
～
一
九
四
五

年
。
第
二
次
世
界
大
戦
の
傷
あ
と
の
未
だ

さ
め
や
ら
ぬ
昭
和
二
○
年
、
五
三
才
の
若

さ
で
世
を
去
っ
た
。

（
写
真
は
在
り
し
日
の
三
木
宗
策
）

藤篭
噸
獣
的
侭
出

揮
漁

：
匙、蝿猫

派
に
彫
ｉ
上
卜
て
其
の
立
体
観
と
↓
↓
豊
力
な
肉
バ
ト
の
精
気
あ
る
姿
Ｌ
は
暫
く
の
間
私
も
息
（

ま
っ
て
言
葉
も
出
な
い
し
だ
い
で
し
た
。
こ
れ
な
ら
い
け
る
と
私
も
安
堵
い
た
し
、
気
づ
い
た
所
を
な
お

し
て
、
た
し
か
二
年
目
に
完
成
い
た
し
ま
し
た
。
そ
し
て
い
よ
い
よ
彩
色
に
と
り
か
か
る
事
に
な
り
、
日

本
画
家
小
川
潮
人
氏
に
手
伝
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
が
丁
度
寒
中
大
雪
の
日
で
山
中
吹
き
さ
ら
し
の
仁
王
門

の
櫓
の
上
で
鼻
水
を
流
し
乍
ら
彩
色
を
し
つ
づ
け
た
記
憶
が
な
ま
ｊ
、
し
く
残
っ
て
お
り
ま
す
。
其
後
平

沼
先
生
は
社
会
的
に
は
埼
玉
銀
行
の
頭
取
と
し
て
斯
界
に
雄
飛
し
又
参
議
院
議
員
と
し
て
政
界
に
飛
躍
し

て
其
の
か
た
わ
ら
数
百
町
歩
の
山
林
を
維
持
し
て
家
を
守
り
其
の
山
中
へ
、
世
人
の
想
像
も
つ
か
ぬ
夢
の

よ
う
な
仏
の
殿
堂
を
次
か
ら
次
へ
と
建
設
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
こ
そ
日
本
の
国
土
へ
昭
和
時
代
の
、
国
宝

を
残
す
歴
史
的
な
仕
事
で
あ
り
ま
す
。
私
も
そ
の
お
手
伝
い
の
出
来
た
こ
と
を
大
切
に
思
っ
て
お
り
ま
す
。十一面観音（本堂七観音の内）沢田政広・作



は
卜
）
め
に

平
沼
桐
江

白
雲
山
鳥
居
観
音
の
由
来
亡
母
信
行
院
（
俗
名
し
げ
）
は
非
常
に
観
世
音
菩
薩
の
信
仰
篤
く
、
毎
月
十
七
日
に
は
近
所
の
人
々
を

集
め
て
観
音
経
を
あ
げ
茶
菓
を
供
し
て
一
夜
を
語
る
事
を
無
上
の
喜
び
と
し
て
お
り
ま
し
た
。
そ
し
て
私

に
観
音
堂
を
建
て
て
く
れ
る
よ
う
に
と
常
々
申
し
て
お
り
ま
し
て
建
立
の
場
所
等
、
母
と
共
に
歩
き
回
り

最
後
に
只
今
の
恩
重
堂
の
所
が
良
い
と
決
め
ま
し
た
。
母
の
死
後
、
器
銭
箱
を
開
け
て
み
ま
し
た
と
こ
ろ
《

一
厘
銭
、
五
厘
銭
等
に
て
七
十
何
円
か
の
貴
重
な
浄
財
が
あ
り
ま
し
た
の
で
貯
金
に
し
て
お
き
お
堂
建
立

の
基
金
に
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
日
支
事
変
が
始
ま
り
大
東
亜
戦
に
発
展
し
て
世
情
騒
然
の
中
、
歩
兵
中
尉
で
あ
り
ま
し
た
私

は
、
何
時
応
召
が
あ
る
か
わ
か
ら
な
い
状
勢
と
な
り
ま
し
た
時
、
母
の
遺
言
が
稲
妻
の
よ
う
に
私
の
心
を

打
ち
、
も
し
お
堂
を
建
て
ず
に
出
征
し
て
戦
死
で
も
し
た
ら
母
に
あ
わ
せ
る
顔
が
な
い
と
思
い
大
急
ぎ
で

観
音
堂
を
建
て
よ
う
と
決
心
致
し
、
出
来
る
事
な
ら
御
本
尊
を
自
分
で
彫
り
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

お
堂
建
築
は
中
里
滴
五
郎
先
生
に
お
願
い
し
ま
し
た
が
、
ご
本
尊
の
観
音
様
は
ま
だ
彫
っ
た
事
が
あ
り

ま
せ
ん
の
で
お
寺
や
博
物
館
等
に
て
一
生
懸
命
研
究
し
て
お
り
ま
し
た
と
こ
ろ
、
幸
い
帝
展
（
現
日
展
）

に
彫
刻
の
大
家
三
木
宗
策
先
生
の
聖
観
世
音
菩
薩
の
素
晴
ら
し
い
作
品
が
出
品
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
の

で
、
早
速
先
生
に
懇
願
し
て
弟
子
と
な
り
粘
土
か
ら
始
め
て
勉
強
い
た
し
、
昭
和
十
五
年
四
月
、
聖
観
世

音
と
お
脇
立
の
焚
天
、
帝
釈
天
を
完
成
し
て
曹
洞
宗
管
長
鈴
木
天
山
挽
下
ご
親
修
の
も
と
に
開
眼
式
を

挙
行
す
る
事
が
出
来
ま
し
て
実
に
感
無
量
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
県
森
連
や
木
材
統
制
会
社
そ
の
他
銃
後
の
仕
事
に
追
わ
れ
、
終
戦
後
は
参
議
院
議
員
、
埼
玉

銀
行
頭
取
等
多
忙
を
極
め
て
お
り
ま
し
た
が
、
同
時
に
仁
王
尊
、
地
蔵
尊
を
始
め
七
観
音
、
救
世
大
観
音

と
い
ろ
い
ろ
制
作
を
璽
ね
目
下
鐘
楼
と
三
十
三
観
音
を
制
作
中
で
あ
り
ま
す
。

そ
し
て
三
木
先
生
の
あ
と
幸
い
に
斯
界
の
巨
匠
沢
田
政
広
先
生
に
師
聯
す
る
事
が
出
来
又
、
そ
の
他

多
く
の
諸
先
生
方
の
御
指
導
、
御
助
力
に
よ
り
鳥
居
観
音
も
四
十
年
余
に
し
て
只
今
の
よ
う
な
信
仰
と
健

康
の
霊
場
と
し
て
四
季
を
通
じ
て
多
く
の
人
々
の
参
拝
が
絶
え
ま
せ
ん
こ
と
は
、
亡
母
が
私
に
常
時
つ
き

ま
と
い
補
導
さ
れ
た
賜
物
と
信
じ
感
激
に
堪
え
ま
せ
ん
。

又
、
白
雲
山
の
寺
領
と
し
て
十
万
坪
の
山
林
を
提
供
出
来
ま
し
た
事
は
祖
先
の
お
蔭
と
感
謝
し
て
お
り

ま
す
。

尚
、
こ
れ
迄
に
御
恩
を
蒙
り
ま
し
た
諸
先
生
の
御
尊
名
を
左
記
に
掲
げ
て
感
謝
の
し
る
し
と
致
し
ま
す
↑



私
の
雅
号
桐
江
」
は
故
水
野
梅
暁
老
師
力
私
の

釣
好
き
を
み
て
厳
子
陵
の
詩
か
ら
選
ん
だ
も
の
で
す
。

一
枝
長
繋
碧
瑛
汗
多
在
桐
江
淵
水
間
揚
柳

陰
中
驚
鯉
懸
夢
花
香
裡
伴
鴎
眠
未
看
使
者
重
徴

聡
幾
見
漁
翁
独
往
還
長
占
煙
波
与
風
月
此
生

扇
得
出
塵
喪

桐
江
は
揚
子
江
の
支
流
で
す
。

子
陵
は
光
武
帝
の
招
き
に
応
ず
る
気
持
は
な
く
い
つ

も
桐
江
か
滑
水
の
あ
た
り
に
釣
糸
を
た
れ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
柳
の
蔭
で
鯉
の
跳
ね
る
音
に
鮪
い
た
り
蓉

花
の
香
り
漂
う
中
に
寝
て
お
り
ま
す
と
鴎
は
傍
ら
に

来
て
共
に
眠
り
ま
す
。

使
者
は
遂
に
来
た
ら
ず
彼
は
悠
々
と
釣
魚
を
楽
し

む
こ
と
が
出
来
て
軽
い
び
く
を
抱
え
夕
陽
を
背
に
往

還
す
る
姿
は
超
然
と
し
て
物
外
に
遊
び
、
天
地
と
一

枚
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

故 故
福石村矢宮中沢三木
士原岡野本村田木彫

雅
号
桐
江
の
由
来

宗
策
先
生

政
広
先
生

博
直
先
生

光
師
先
生

秀
徳
先
生

久
作
先
生

昂
先
生

勝
男
先
生

壁
彫
壁
画

故
児
玉
希
望
先
生

奥
田
元
宋
先
生

故
野
生
司
香
雪
先
生

其
他

諸
先
生
各
位
割
愛

合
難
多
謝

故
磯小彩
貝川色

圭
翻
闇
凸
品
卒
一
両
エ
ヂ
《
翌
唾
画
一

勝
之
先
生

昭
和
五
十
二
年
春

白
雲
山
鳥
居
観
音
開
祖
平
沼
禰
太
郎

八
十
六
才
号
桐
江



平
沼
桐
江
居
士
夫
妻
作
品
集

目

次

発
刊
に
寄
せ
て

は
じ
め
に

作
品
Ｉ

聖
観
世
音
菩
薩

・
如
意
輪
観
音

不
空
覇
索
観
音

十
二
神
将

三
十
三
観
音

作
品
Ⅱ

救
世
大
観
音

阿
弥
陀
如
来

准
低
観
音

馬
頭
観
音

千
手
観
音

仁
王
尊

吉
祥
天

不
動
明
王

四
天
王

薬
師
如
来
・
日
光
・
月
光
菩
薩

救
世
大
観
音
堂
宇
内

地
球
愛
護
平
和
観
音

本
堂
内
陣
天
井
及
壁
面

本
堂

玉納
華経
門塔

玄
美
三
蔵
塔

観
音
春
属
二
十
八
部
衆

観
音
三
十
三
応
身

平沢
沼田

桐政
江広

302726252322212018161514131210
●

24

42494842403837363534



自刻ｲ象

印龍管
度頭口口
舞・in
踊媒

概
説
と
み
作
品

扇
額
聯
・
写
経
・
鎌
倉
彫
作
品

小
観
音
彫
刻
像

そ
の
他
鳥
屋

生
家
色
些
↓
〆
ち

学
徒
か
ら
林
業
へ

多
忙
を
き
わ
め
た
公
務

観
音
郷
づ
く
り

母
の
過
言
、
観
音
堂
建
立

師
を
求
め
て

仏
像
彫
刻
へ
の
道

桐
江
の
伴
侶
・
と
み

地
蔵
堂
縁
起

仁
王
門
本
堂
建
立

本
堂
の
仏
像
た
ち

本
堂
増
築
文
庫
設
立

玄
奨
三
蔵
塔
建
立

大
観
音
建
立

納
経
塔
・
平
和
観
音
建
立

三
十
三
観
音
・
鐘
楼
建
立

7064 59585756 5453525150



桐
江
か
母
の
遺
言
を
胴
行
し
よ
う
と
、
白
雲
山
境
内
に
観
音
堂

を
建
て
よ
う
と
考
え
て
い
た
昭
和
一
○
年
頃
、
信
仰
心
の
目
覚

め
と
と
も
に
仏
像
彫
刻
の
制
作
に
入
る
。
そ
し
逗
師
を
求
め
て

三
木
宗
策
に
弟
子
入
り
し
、
死
後
、
沢
田
政
広
、
そ
の
他
、
諸

先
生
方
な
ど
に
も
協
力
を
得
て
桐
江
は
仏
像
彫
刻
の
道
を
歩
み

続
け
た
．

こ
う
し
て
彫
刻
を
始
め
て
四
○
余
年
間
の
作
品
の
大
作
は
、
ほ

と
ん
ど
白
雲
山
境
内
に
祭
祁
さ
れ
、
今
、
そ
の
作
風
の
経
韓
を

し
の
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。



聖観世音菩薩（部分）．鴨居観音本堂御本尊(七観音の内)、あらゆる観音の根本をなすものということで、聖の文字が冠されている。1室



11箕天木彫総高0.9m盤観音脇侍仏昭､15聖観世音菩薩木彫総高2.3m昭､1s 帝釈天木彫総商0.9m聖観音脇侍仏昭､1局



如意輪錘音木彫総高2.8m昭､30(七観音の内）仏像の尊厳を鵬つけない程度に現代感覚を生かそうと、当時流行の水玉模様を彩12
色してある。
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13不空霜索銀音木彫総高3.85m昭､32(七観音の内).眼八締で合掌の間に宝珠を持っている。不空とは「衆生の心願空しからず｣の意



し

乳

~ 一!

准腫観音木彫総満1.5m昭､35(七観背の内）准砥観商:はたくさんの仏の母である。桐江は~亡母を,思い出しながらこれを彫った。‘．



IS馬頭観音木彫総高1.5m昭､33(七観音の内）台座が三頭の馬頭からなっているのは桐江の工夫である



千手観音（部分）桐江作の多くの仏像には体内物が収められているが、この千手観音体内にも写経・体内仏を含む極々 の品が収められている｡1
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救世大観音(部分）鉄筋コンクリート造総高(台座共)33m昭、46当時、日本で三溌目に商い観瀞像
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本堂単畷入母躍造向拝付本瓦鎌き昭､33完成（99平方m)、昭､42蛎築（総床而械165平方m、御本尊聖観音をはじめ七観行が奉安

され、外観は飛am建築様式に現代性を取入れ簡潔なものとなっている。綴根中央にはブロンズ製天女像（沢ill政広.作）が、あ')、鬼瓦

は菩薩の顔を形どってある。また、中央入口ガラス扉には大法輪(小川潮人・画）、I叫囲の窓には海の幸、山の幸を現代タッチで色彩蝿か
に錨かれている(互井HM一・画)。さらに堂内四囲壁面は袖陀落迦山の風峨が捕かれ(野生司香･蕊・画)、この他、天井画を彩るl"-i季の花ヵ

30人の著名画家によって描かれている。
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、1階塔身は隅切八角形で方形屋根が架せられ、中2階中央には堅牢な厨子があり、その中に三蔵法師の溌骨が納められている。各階周

囲の壁面には三蔵法師の西域記を「伝経Jr受錐」「盛儀」「訳経」の四場面にわけて壁画が描かれている（児玉希望．作)2階は八角形の耀

身と屋根で仏舎利塔がある。3階は円形塔身に16角形の屋根を架し、全て銅板瓦棒葺き仕上げ。頂上に金色九輪(水煙付)外壁セメント彫

刻は日輪を形どり壁而は釈迦挺生図、諸菩薩浄土図(沢田政広・作)縫製四方の彫刻(邪鬼)は深山の猛獣、深海の魚族を神格化した独創的

35なものとなっている。
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37玉華門鉄筋コンクリート造総商11m昭､44この玉華門という名は、高I皆瀧仙禅師が命名(額文字は師の樹I絶錐)彫刻は平沼とみ.作
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地球愛護平和観音(部分）地球愛謹の名のとおり価久平和を願って建立･平和のシンボル、翼を背に‐

台座には直径5mの地球儀を配す。
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．

基
可
成
外
．
勘
基
不
汰
直
諦
め
操
１
－
艇
典

畔
鋤
媛
光
巡
域
外
駒
鋒
澱
秘
沖
町
静

総
譜
仲
肋
必
斗
磐
叶
如
倦
計
込
坪
鋤

操
按
朴
延
叶
鋤
擬
交
馴
合
帥
功
緑
斬
瞥

余
畔
銅
鋒
を
瓶
掛
舛
巾
鋒
蓋
誕
峰
恥

”
か
ぜ
ル
キ
ー
側
令

Ｆ
Ｉ
ｌ
Ｉ
０
１
Ｉ

埼
鼻
熟
丞
刈
罪
魯
羅
封

平
沼
と
み
子
譲
鳥

建
去
捗
簾
劫
千
叶
患
錘

１
１

８

勘
挫
媒
泌
Ｉ
刈
熱
湖
淡
押
師
黒
伽
氏

砕
嗣
捺
泉
過
伸
嗣
墨
各
胡
仲
鋤
掻
皇

疑
俳
噸
接
牲
沙
俳
噸
操
剛
蝋
俳
切
基

持
整
俳
揃
畢
幼
捻
明
崎
銅
号
毎
典
僻

あ
魚
涯
碓
俳
耐
磐
渠
嘆
僻
嗣
号
紫
坪
砕

嗣
婆
斗
謝
僻
鋪
装
臼
転
緋
切
舞
壁
画

畔
揃
蜂
秘
成
繕
俳
踊
鼻
本
可
築
件
劫

摂
穐
叔
砕
耐
異
凝
鰍
併
耐
挫
策
１
時

銅
峰
北
併
僻
鋤
塵
坐
除
併
緬
磐
不
高
俳

萌
繰
作
叩
件
幼
盤
丸
山
伸
鋤
暴
企
州

碑
巾
黒
朽
梨
伴
銅
像
鼻
幾
件
納
祭
郡

打
伸
伽
無
斗
司
僻
揃
無
革
幻
僻
鋤
終

か
焔
伸
蜘
搾
乍
佐
僻
絢
呈
人
よ
進
昨

巾
久
此
１
時
揃
蜂
屡
堂
釧
降
勘
堤
乱
礎

Ｆ
１
’
１
１
９
Ⅱ
二
日
９
●

洲
常
，
蝶
止
紘
於
批
灘
甚
也
人
刈
爆
鍾
色
才
件

捗
杓
抽
は
イ
件
鳥
舟
山
武
必
讐
筒
将
織
鋤
河

無
県
昨
払
脅
穐
坤
鵠
雲
一
味
釘
⑥
暴
誕
碕
匙

入
楠
協
削
檎
陀
祁
准
一
叩
払
ｆ
錘
。
．
肘
挫
他

一
在
如
法
喉
『
芯
挫
４
皇
一
鉾
咋
永
撮
普
隣
乏
一
峰
揃

荷
湾
材
勺
少
奴
却
＃
衆
ら
鋼
卸
碓
慢
雌
竹
』
函

桑
喚
加
え
信
斎
衣
淫
一
二
蜂
虐

ｒ
敢

荊
雌
挫
岬
蹄
鋤
岬
篭
畦
》
識
鍛
金
鯛
噂
拠
蕪

鰯
か
二
十
心
斗
墾
一
月
ニ
イ
ル
ロ

埼
弘
熟
耗
燭
罪
過
永
劫

放
火
証
都
錬
功
昌
小
竹
打

手
沼
レ
ー
ル
子
諏
角

Ｔ 恥
丘
吐
・
ヤ
さ
仲
．
屈
倣

１
１

一
二
一
洗
皿
一
》
一
皿
哩
一
一
一
国
一
一
一
■
硯
丁
一
一
一
函
一
】
一
一
一
モ
｛
一
四
ｍ
一
ユ
ー
■
■
ロ
ー
壷
画
■
一
『
一
■
》
王
》
一
唯
一
一
己
訂
一
・
・
二
一
”

中
心
鴬
蜂
毒
座
峰
牧
至
没
え
百
十
勃
中
働
市

絶
対
史
単
域
懲
子
去
箭
巳
翰
催
暑
土
如
来
乙

共
人
換
生
持
姓
功
健
鼻
公
作
好
両
暑
窮
主
寺

営
為
針
劫
中
伴
迄
噺
杖
夫
共
入
荷
生
冬
唯
常

遥
二
一
寅
得
生
藷
伸
剃
斗
妄
愉
尭
終
末
製
へ
雛

二
十
二
相
八
十
種
好
疾
掛
異
足
芳
係
一
違
異

彼
批
迄
雨
拷
住
狼
ロ
旬
食
客
我
今
箸
核
一
切

十
方
二
一
笹
諸
締
至
十
伴
遮
銭
換
乃
迄
前
脅
柚

糖
釦
上
所
泌
封
峠
功
鰹
願
去
一
和
エ
遮
糸
生

終
繰
常
寿
生
暴
堂
寿
伴
画
工
大
様
製
縫
浦
無

生
患
生
皮
剰
生
独
剃
巳
身
資
綱
好
奇
選
科
才

如
乗
せ
斗
筒
狩
把
仲
弥
縫
畢
訊
舞
蕪
笹
鋒
未

来
里
澗
劫
十
坤
必
極

願
丈

ａ
え
ず
菱
諏
の
龍
葬
冬
斗
噌
誹
彊
の
溺
森

微
か
評
泳
〆
網
荷
狩
雑
を
之
兵
寸
ぶ
く
小
禽
零
祢

・
毒
掲
蛍
個
の
一
揮
頼
珍
重
表
準
し
県
～
ず
も
孝
一

▲
証
一
一
弓
四
宮
■
函
一
ユ
マ
ー
ー
ー
テ
凸
一
宮
》
一
一
エ
ー
ー
ロ
ー
》
醒
唖
〔
型
二
一
》
一
口
凸
一
再
四
｛
。
■
宮
■
》
唖
一
年
ご
■
可
宰
守
二
■
マ
マ
『
配
ご
ロ
守
邑
一
一
一
一
画
一
一

判
似
，
捧
言
壷
弛
冬
離
課
え
ば
埠
介
１
ｔ
才
画

ケ
ー
日
日
Ⅱ
■
錐
脆
１
引
汲
ｉ
斗
史
銅
象
・
に
津
岬
公
・
笈
竹
培
酎

丈
鼻
イ
ー
小
成
久
な
↑
・
法
暴
が
桧
１
帆
に
１

淡
埼
ａ
千
噸
鰹
・
壱
！
、
水
野
海
蜘
光
泌
皇
侭
分
狩
赤

ｒ
ｄ
１
０
１
０
０

味
岬
討
式
決
鴫
糸
列
１
，
１
才
回
側
戯
申
串
よ
っ
て

襲
分
緋
し
目
木
曜
か
坊
ぐ
～
苫
そ
の
仮
称
弘
然

久
台
罫
抵
信
懲
寺
鹿
脅
す
一
堂
師
堂
塔
研
之
芳
ん

厘
陸
崎
栂
・
券
堤
倖
姿
ィ
慈
臭
巻
沈
醜
窟
抵
え
ふ

渉
岬
②
遣
健
織
巌
え
レ
ー
必
蔀
の
白
霞
肖
も

振
星
海
や
．
定
ヰ
ー
分
合
易
ｉ
〃
４
１
い
過
さ
し

Ｙ
ぱ
４
も
な
く
妃
考
一
患
斗
毎
混
狂
備
ｌ
く
も
迄

禅
で
；
小
九
卜
ｊ
と
み
錐
更
ｉ
坪
‐
光
唖
Ｌ
抑

斗
前
の
．
”
；
蝦
為
・
尺
，
入
珂
掛
昨
，
侭
娯
．
．
、

均
背
イ
？
ご
と
ぶ
、
●
ど
も
即
ｋ
三
斗
‐
仲
．
。
錐

…
Ｉ
Ｕ
７
ｌ
ふ
く
も
ｌ
呼
、
宮
永
ふ
ざ
、
‐
侭
‐

侭
く
ゑ
・
良
・
爪
か
詞
も
シ
豊
島
‐
偽
我
侭
少
‐
：

系
旬
由
毘
孔
か
風
壁
主
島
幼
一
押
岬
１
秒
等
慾

恥
～
て
用
織
欺
ゆ
っ
’
り
匙
，
丈
唯
古
本
‐
秀
釦
の

沖
甥
ぐ
，
八
・
呉
記
孫
楕
Ｉ
↓
心
酔
，
ザ
ン
、
●
、
″
７
卜
、
う

曲
え
．
夢
の
今
明
＃
．
；
ド
、
・
し
、
．
、
み
・
参
？
年
嫡
・
、

作品vi(茶筒）作品v(茶箱 作品Ⅳ（硯箱 作品Il1(文庫



皇
一
一

軍

”
金u既画一

＝

薯
三蔵塔納骨塔

この中に三÷

仏名経が奉安
きれている。

~、参”
F

一
一 ■丑

一

吋.二二‐、、
嘩・言う，ン浄ノ

一
》
〆

唾
一

べ
》

一
瞬

扉
調

へ－．－1－

/蚕

建尋
ミメ廷

遅＝

^

三千仏名経写経蕊

垂
一
一
一
』
ヘ
ク
ー
王
雪
唖
一
■
唖
一
一
一
■
■
へ
》
圭
一
》
一
・
」
壱
一
■
一
■
『
〈
一
エ
テ
ー
』
戸
一
》
』
》
一
一
一
守
一
辛
誼
串
画
一
《
眼
》
一
再
■
一
二
壷
一
ユ
『
■
●
】
毎
画
》
一
壷
却
一

て
採
妙
Ｌ
洲
１
イ
斗
の
災
釧
卿
陽
・
劇
１
１
瀧
酋

弧
脚
Ⅳ
‐
《
灘
鳴
す
ら
手
．
ｒ
例
施
Ｊ
迄

非
い
り
ｂ
我
千
八
一
過
切
苛
他
肥
姓
い
ふ
ｉ

夫
諺
笠
徽
濫
建
典
パ
挫
猟
帳
一
過
？
本
位
吟
や

な
す
寸
，
・
ず
柵
卜
；
仏
爽
鵬
櫓
遡
‐
畷
経
み
酢
？

、
、
～
に
唾
雅
蓮
立
鎚
２
梅
沈
め
操
の
急
熱
唯

砕
批
脅
老
〃
１
位
采
唯
脚
為
の
包
吸
恒
久
パ

斗
永
或
淡
粥
切
血
綴
方
心
武
鑑
苛
赫
釜
嬢

を
称
念
す
あ
雀
絢
海
食
灘
て
樋
嗣
ｉ
ｔ

意
，
け
た
爵
少
べ
１
．

瀬
ば
く
胸
此
の
幼
縫
ぞ
峨
了
券
Ｉ
痴
及
“
・

剣
雄
と
操
筏
と
哨
龍
仲
血
診
曳
営
八
ｉ
な

肌
が
多
謬
外
小
侭
蒔
尿
寡
淘
錬
・
勤
ら

小
判
町
多
ヱ
ゼ
セ
嘩
狗
一
浩
・
』
ホ
Ｊ
河
』
湾
．
Ｌ

圭
咽
光
畑
卜
皇
干
標
オ
燕
総
渉
吋
、
、
小
を

撃
可
も埼
粂
猟
涯
間
即
糸
象
利

斗
汲
漁
太
郎

『

ふ
江
と
り
ん

か
函
々
ｑ
ろ
ふ
『

三千仏名経「過去」「現在」「未来」の三巻の写経昭､34家事のかたわら十年という驚くべき磯月と根気をかけたもので
彼女の信仰心の鱒さと努力のたまものといえる。

作品Ⅷ（盆） (右：表、左：喪 作品Ⅶ（鳥居観音紋章刻・盆;目
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観
世
音
の
平
沼
桐
江
概
説

具
現
に
か
け
る
情
熱

夢雁 篭

’二＝白＝
一遍勺一

桐江が彫刻した父儒母胸像

〆
生
家
」
生
↓
た
手
で

名
栗
川
の
上
流
、
白
雲
山
の
山
ふ
と
こ
ろ
、
春
は
生
あ
る
も

の
の
喜
び
を
躯
歌
す
る
花
の
宴
、
夏
は
清
例
な
水
の
涼
し
さ
、

秋
は
全
山
を
燃
や
す
紅
葉
の
色
、
俗
界
の
煩
わ
し
さ
を
み
じ
ん

も
感
じ
る
こ
と
の
な
い
こ
こ
名
栗
の
地
に
、
御
仏
の
国
を
現
世

に
再
現
し
た
か
の
よ
う
な
観
音
郷
が
あ
る
。

白
雲
山
・
鳥
居
観
音
の
開
祖
、
平
沼
禰
太
郎
（
号
・
桐
江
）

は
、
明
治
二
十
五
年
六
月
十
二
日
、
埼
玉
県
入
間
郡
名
栗
村
大

字
上
名
栗
三
一
九
三
稀
地
に
父
平
沼
源
一
郎
と
母
志
げ
の
長
男

と
し
て
生
ま
れ
た
。

平
沼
家
は
先
祖
代
々
、
・
林
業
を
営
む
名
栗
の
名
家
、
蝿
太
郎

は
十
一
代
の
当
主
で
あ
る
。

父
源
一
郎
の
妻
志
げ
は
後
妻
と
し
て
嫁
し
、
蝿
太
郎
を
最
初

に
生
ん
で
い
る
。

志
げ
は
観
音
信
仰
に
鱒
く
、
鳥
居
観
音
の
発
願
主
で
、
信
行

院
徳
室
妙
鑑
大
姉
と
い
う
。

こ
の
母
の
信
仰
心
が
、
弼
太
郎
を
し
て
鳥
居
観
音
を
開
基
せ

し
め
、
蝿
太
郎
の
大
き
な
心
の
寄
り
ど
こ
ろ
と
な
っ
て
い
る
の

で
あ
る
。

〈
学
徒
か
ら
林
業
へ
〉

禰
太
郎
の
父
源
一
郎
は
病
弱
の
身
で
あ
っ
た
の
で
息
子
蒲
太

郎
に
早
く
家
業
を
お
ぼ
え
さ
せ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
た
。

そ
の
た
め
、
東
京
、
小
石
川
の
伯
母
、
武
田
錦
子
の
家
か
ら

京
華
中
学
校
に
通
っ
て
い
た
揃
太
郎
は
、
大
学
進
学
の
希
望
を

容
れ
ら
れ
ず
、
中
学
卒
業
後
す
ぐ
、
二
十
才
に
し
て
家
業
を
継

が
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
時
に
明
治
四
十
五
年
四
月
で
あ
る
。

は
じ
め
は
父
の
意
に
反
抗
し
て
家
を
飛
び
出
し
た
り
も
し
た

力
も
と
も
と
木
と
と
も
に
育
ち
、
山
を
愛
し
て
い
る
彼
は
、

少
、
、（

若
い
頃
、
号
を
愛
山
と
称
し
た
）
家
業
に
手
を
つ
け
る
や
大

い
に
精
励
し
、
事
業
拡
張
を
は
か
っ
て
総
力
的
に
飛
び
回
っ
た
。

弼
太
郎
は
十
年
の
歳
月
を
つ
い
や
し
て
、
四
十
年
輪
伐
に
す

る
工
夫
や
、
経
済
傭
勢
に
対
応
す
る
林
業
経
営
な
ど
、
長
期
的

か
つ
綿
密
な
視
野
の
も
と
に
、
持
ち
山
の
実
測
図
を
作
成
、
木

の
年
代
、
本
数
な
ど
を
調
べ
て
樹
木
台
帳
を
作
り
、
総
石
数
の

算
出
、
木
の
年
代
の
統
一
な
ど
、
計
画
的
な
林
業
を
め
ざ
し
た
。

こ
の
よ
う
な
彼
の
林
業
経
営
手
腕
は
定
評
の
あ
る
と
こ
ろ
と

な
り
、
県
内
は
も
と
よ
り
全
国
組
織
に
及
ん
で
林
業
関
係
諸
団

体
の
重
要
ポ
ス
ト
に
推
さ
れ
、
公
務
に
多
忙
を
き
わ
め
る
よ
う

に
な
っ
て
い
っ
た
。

〈
多
忙
を
き
わ
め
た
公
務
〉

ま
ず
、
埼
玉
県
山
林
会
で
は
彼
が
二
十
代
に
な
っ
た
大
正
初

め
か
ら
約
二
十
年
間
を
副
会
長
と
し
て
務
め
た
。
梨
本
宮
様
を

総
裁
と
す
る
大
日
本
山
林
会
や
帝
国
森
林
会
で
は
長
い
間
に
わ

た
り
評
議
員
や
理
事
と
し
て
加
わ
っ
て
お
り
府
県
大
会
な
ど
に

よ
く
出
向
い
た
。

昭
和
五
年
、
木
材
関
税
改
正
期
成
同
盟
が
結
集
さ
れ
彼
も
参

加
し
、
議
会
な
ど
に
陳
悩
運
動
を
盛
上
げ
た
。
こ
の
同
盟
が
母

体
と
な
り
全
国
山
林
連
合
会
が
結
成
さ
れ
、
彼
は
常
任
理
事
と

な
っ
た
。
一
方
、
昭
和
六
年
、
自
分
の
生
ま
れ
た
名
栗
の
村
長

に
な
り
村
会
で
活
躍
し
た
。

こ
の
よ
う
に
家
業
と
と
も
に
村
や
林
業
諸
団
体
で
重
要
な
役

割
を
果
た
し
な
が
ら
、
さ
ら
に
も
う
一
つ
金
融
関
係
の
重
責
も

に
な
っ
て
い
た
。

彼
が
初
め
て
銀
行
経
営
に
携
わ
っ
た
の
は
大
正
九
年
、
父
源

一
郎
ら
が
創
立
に
関
わ
る
飯
能
銀
行
に
取
締
役
と
し
て
入
行
し

，
た
時
で
、
昭
和
十
八
年
に
県
下
の
銀
行
四
行
が
合
併
す
る
ま
で

そ
の
位
置
に
あ
っ
た
。

昭
和
六
年
頃
、
飯
能
銀
行
で
有
名
な
取
付
け
騒
ぎ
が
起
こ
っ

た
事
件
が
あ
る
。

そ
ん
な
と
き
同
行
会
長
が
急
逝
し
、
同
行
重
役
た
ち
は
禰
太

郎
を
会
長
に
推
し
再
建
を
懇
望
し
て
き
た
。
彼
は
三
ヵ
月
近
く

固
辞
し
続
け
た
が
余
り
に
強
い
要
請
だ
っ
た
こ
と
と
、
父
源
一

郎
が
初
代
頭
取
だ
っ
た
関
係
、
地
方
産
業
の
振
興
と
い
う
年
来

の
考
え
か
ら
昭
和
七
年
飯
能
銀
行
会
長
に
就
任
し
た
。



《
｝一

一

｢つ一づみ」昭和2年曇一 恩寵堂（旧、観音堂

彼
は
会
長
に
就
任
す
る
や
テ
キ
パ
キ
と
問
題
の
処
理
に
あ
た

り
、
取
付
け
騒
ぎ
以
来
五
年
で
同
行
預
金
は
事
件
当
時
を
上
回

る
ま
で
に
な
っ
た
。
そ
の
後
、
金
融
業
で
ま
す
ま
す
活
躍
し
昭

和
二
十
四
年
以
降
は
埼
玉
銀
行
頭
取
時
代
を
迎
え
、
さ
ら
に
参

議
院
議
員
（
昭
和
二
十
二
年
～
二
十
八
年
）
も
勤
め
る
。

そ
の
行
動
力
、
バ
イ
タ
リ
テ
ィ
に
は
鮪
く
べ
き
も
の
が
あ
っ

た
。
し
か
し
、
そ
れ
以
上
の
努
力
が
白
雲
山
境
内
十
万
坪
に
、

さ
ら
に
穂
み
上
げ
ら
れ
て
行
く
の
で
あ
る
。

〈
観
音
郷
づ
く
り
〉

一
方
、
故
郷
西
川
林
業
地
（
西
川
と
は
江
戸
の
西
の
意
、
川

を
利
用
し
て
木
材
を
江
戸
ま
で
運
ん
だ
。
こ
の
地
域
は
関
東
の

吉
野
と
い
わ
れ
る
ほ
ど
で
あ
っ
た
）
を
歴
史
の
流
れ
の
上
に
永

久
に
止
め
た
い
と
い
う
気
持
が
彼
の
中
に
大
き
く
育
っ
て
い
た
。

そ
れ
に
は
、
こ
こ
を
観
音
の
寺
領
と
し
て
永
久
保
存
す
る
こ

と
こ
そ
、
自
分
の
気
持
に
か
な
う
こ
と
と
彼
は
考
え
た
。

大
規
模
な
測
量
の
結
果
を
ふ
ま
え
、
昭
和
十
五
年
（
観
音
堂

に
聖
観
音
を
安
置
す
る
前
後
）
頃
よ
り
、
ジ
ャ
ン
パ
ー
に
地
下

足
袋
、
ほ
ほ
か
む
り
《
腰
に
ナ
タ
を
さ
げ
、
鎌
を
手
に
し
た
い
で

た
ち
で
、
数
人
の
手
伝
い
と
共
に
山
の
手
入
れ
に
精
を
出
し
た
。

こ
の
作
業
は
、
そ
の
後
三
十
年
間
、
根
気
よ
く
営
々
と
続
け

ら
れ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
三
十
年
間
に
わ
た
る
根
気
と
努
力
の
結
果
は
い
ま
見
事

に
実
り
つ
つ
あ
り
、
白
雲
全
山
の
三
分
の
二
を
占
め
る
う
っ
蒼

た
る
杉
・
桧
と
そ
の
大
木
を
彩
っ
て
咲
く
四
季
折
々
の
花
が
、

聖
地
白
雲
山
を
よ
り
幽
玄
な
も
の
に
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

何
十
年
か
何
百
年
か
の
後
、
こ
こ
を
訪
れ
た
人
が
年
輪
を
刻

ん
で
林
立
す
る
木
に
や
す
ら
ぎ
を
覚
え
る
と
き
、
彼
の
努
力
と

木
へ
の
愛
情
が
永
遠
に
生
き
続
け
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
ろ
う
。

〈
母
の
遺
言
、
観
音
堂
建
立
〉

平
沼
禰
太
郎
が
鳥
居
観
音
を
開
基
し
た
動
機
は
、
前
述
の
よ

う
に
母
の
遺
志
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

大
正
五
年
十
月
四
十
八
才
で
早
逝
し
た
母
志
げ
は
そ
の
志
を

捕
太
郎
Ｉ
遂
’
一
く
＃
る
盲
遺
言
’
一
↓
た

生
前
母
と
観
音
堂
建
立
の
場
所
を
探
し
て
歩
い
た
白
雲
山
中

の
峰
し
い
斜
面
、
恩
重
堂
の
場
所
を
そ
れ
と
決
め
、
三
坪
ほ
ど

の
小
さ
な
堂
宇
を
建
立
し
た
の
が
、
昭
和
十
五
年
四
月
の
こ
と

で
あ
っ
た
。

お
堂
に
は
粥
太
郎
自
ら
が
ノ
ミ
を
ふ
る
っ
た
聖
観
音
と
徒
天

帝
釈
天
を
配
し
て
安
識
、
こ
こ
に
鳥
居
観
音
の
礎
が
で
き
あ
が

っ
た
。こ

の
よ
う
に
建
築
が
困
難
な
場
所
を
わ
ざ
わ
ざ
選
ん
だ
粥
太

郎
の
試
み
は
、
母
の
遺
言
を
実
現
す
る
た
め
に
自
ら
を
困
難
に

立
ち
向
わ
せ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
姿
勢
は
、
今
日
に
至
る
ま
で
一
貫
し
て
い
る
も

の
で
あ
る
が
、
鳥
居
観
音
二
十
有
余
年
の
歴
史
は
こ
こ
に
始
ま

つ
・
た
の
で
あ
る
。

そ
し
て
ま
た
平
沼
桐
江
（
粥
太
郎
）
の
仏
像
彫
刻
の
歴
史
も

こ
こ
に
本
格
的
に
始
ま
り
、
桐
江
の
観
音
信
仰
は
創
作
活
動
と

と
も
に
深
遠
さ
を
増
し
、
信
仰
と
い
う
抽
象
的
な
も
の
が
巨
大

な
鳥
居
観
音
構
想
の
ひ
と
つ
ひ
と
つ
の
実
現
と
な
っ
て
表
象
さ

れ
て
い
く
の
で
あ
る
。
い
ま
で
こ
そ
彼
の
思
想
は
具
体
的
な
形

で
見
る
こ
と
が
で
き
る
わ
け
だ
が
、
こ
の
と
き
す
で
に
、
遠
大

な
宗
教
的
ビ
ジ
ョ
ン
が
彼
の
内
部
に
形
づ
く
ら
れ
て
い
た
こ
と

は
、
彼
以
外
知
ら
な
い
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。

こ
の
記
念
す
べ
き
堂
は
、
赤
坂
離
宮
の
設
計
者
の
一
人
中
里

清
五
郎
の
設
計
、
内
部
の
漆
塗
は
桐
江
の
弟
、
浄
の
手
に
な
る

も
の
で
あ
る
。

落
慶
に
あ
た
っ
て
は
、
永
平
寺
管
長
鈴
木
天
山
禅
師
が
開
眼

し
、
『
施
無
畏
』
と
揮
奄
し
た
扇
額
を
納
め
て
い
る
。

の
ち
の
今
日
、
恩
重
堂
と
称
さ
れ
、
現
在
両
親
が
肥
つ
ら
れ
て

い
る
。

る
も
の
で
あ
る
。

〈
師
を
求
め
て
〉

家
業
の
経
営
の
ほ
か
県
の
山
林
会
、
全
国
森
林
連
合
会
な
ど
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多
く
の
公
職
の
ボ
『
〈
ト
ー
あ
『
た
柵
太
郎
は
さ
隅
に
飯
能
銀

行
会
長
と
い
う
要
職
ま
で
も
引
き
う
け
る
経
緯
と
な
っ
て
い
た
。

こ
の
多
忙
き
わ
ま
る
捕
太
郎
が
、
彫
刻
の
道
に
手
を
染
め
た

の
は
、
ま
っ
た
く
の
偶
然
と
い
っ
て
い
い
ほ
ど
で
あ
る
。

昭
和
．
七
・
八
年
、
当
時
小
学
校
へ
行
っ
て
い
た
長
女
が
宿
題

の
木
版
彫
り
を
し
て
い
る
の
を
見
て
、
つ
い
手
を
出
し
た
の
が

キ
ッ
カ
ケ
で
あ
る
。

し
ば
ら
く
の
間
は
自
分
の
好
き
な
も
の
を
ア
レ
コ
レ
彫
っ
て

い
た
が
、
東
京
、
練
鳩
へ
居
を
柵
え
た
の
を
機
に
、
近
所
の
開

発
春
光
と
い
う
先
生
に
教
え
て
も
ら
う
こ
と
に
し
た
。

そ
ん
な
彼
が
帝
展
で
仏
像
彫
刻
の
第
一
人
者
、
三
木
宗
策
が

出
品
し
た
聖
観
音
に
魅
せ
ら
れ
、
そ
こ
に
居
合
わ
せ
た
三
木
宗

策
に
弟
子
入
り
を
懇
願
し
た
。

そ
し
て
、
師
の
ア
ト
リ
エ
に
て
粘
土
こ
れ
か
ら
勉
強
し
聖
観

音
の
制
作
に
取
り
組
ん
だ
が
、
仏
像
に
は
威
厳
や
慈
悲
の
表
情

が
あ
ら
わ
れ
ず
、
粥
太
郎
を
悩
ま
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

そ
の
頃
、
本
郷
、
大
円
寺
の
住
轍
、
服
部
太
元
老
師
の
「
素

人
が
信
者
の
拝
む
仏
像
を
彫
る
な
ど
と
は
も
っ
て
の
ほ
か
だ
」

の
一
喝
で
、
真
の
僧
仰
心
な
く
し
て
真
の
仏
像
は
彫
れ
な
い
こ

と
を
悟
り
、
西
国
二
十
三
ヶ
所
の
観
音
霊
場
巡
り
を
思
い
立
っ

た
の
で
あ
る
。
と
き
は
、
昭
和
十
二
年
頃
、
日
本
は
戦
争
へ
と

傾
き
は
じ
め
て
い
た
。

こ
う
し
て
開
か
れ
た
禰
太
郎
の
仏
像
彫
刻
へ
の
眼
は
、
そ
の

後
、
沢
田
政
広
（
後
述
、
本
堂
十
二
回
観
音
制
作
者
）
、
村
岡
久

作
の
指
導
、
協
力
を
得
て
さ
ら
に
麿
か
れ
て
い
っ
た
。

〈
桐
江
の
伴
侶
、
と
み
〉

世
の
良
妻
を
識
え
る
言
葉
と
し
て
「
内
助
の
功
」
と
よ
く
い

わ
れ
る
が
、
桐
江
の
饗
と
み
こ
そ
、
ま
さ
に
そ
れ
で
あ
る
。

亡
母
の
逝
志
を
う
け
た
夫
桐
江
が
信
仰
心
に
眼
を
開
き
、
仏

像
彫
刻
の
道
へ
傾
倒
し
て
い
っ
た
観
音
開
基
の
は
じ
め
よ
り
、

鳥
居
観
音
と
し
て
の
磐
石
の
地
歩
を
固
め
た
今
日
ま
で
、
制
作

中
の
桐
江
の
彫
刻
の
か
た
わ
ら
に
て
よ
く
読
経
し
、
常
に
仏
前

に
て
敬
慶
な
祈
り
を
捧
げ
て
い
た
。

一
方
、
夫
の
出
向
く
と
こ
ろ
常
に
行
を
共
に
し
、
御
仏
の
国

に
そ
の
偉
大
な
跡
を
た
ず
ね
て
い
る
。

全
日
本
仏
教
婦
人
連
盟
理
事
と
し
て
世
界
仏
教
徒
大
会
を
は

じ
め
、
イ
ン
ド
仏
跡
巡
拝
に
は
二
度
も
同
行
、
ア
ラ
ブ
・
地
中

海
付
近
の
旅
や
エ
ジ
プ
ト
、
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
の
旅
、
セ
イ
ロ
ン

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
旅
に
も
同
行
し
、
さ
ら
に
信
仰
を
深
め
る
こ

と
を
得
た
。

そ
し
て
、
彼
女
の
熱
心
な
協
力
の
賜
物
が
鳥
居
観
音
随
所
に

見
ら
れ
る
彼
女
の
手
に
な
る
鎌
倉
彫
の
而
額
や
聯
で
あ
り
、
三

蔵
塔
や
仏
像
の
胎
内
に
お
さ
め
ら
れ
た
多
く
の
写
経
で
あ
る
。

鎌
倉
彫
り
を
始
め
た
の
は
、
昭
和
二
十
六
年
、
桐
江
の
ア
メ

リ
カ
み
や
げ
に
カ
ト
レ
ア
の
大
輪
を
羽
田
で
胸
に
つ
け
て
も
ら

っ
た
感
激
の
し
ぼ
ま
ぬ
う
ち
に
、
こ
の
花
を
彫
っ
て
残
そ
う
と

思
い
、
鎌
倉
に
か
け
つ
け
村
主
匡
左
師
の
門
を
た
た
い
て
弟
子

入
り
し
た
。

今
日
、
そ
の
成
果
は
鳥
居
観
音
の
随
所
に
見
ら
れ
る
。
ま
ず
、

本
堂
正
面
に
懸
か
る
『
白
雲
山
』
の
額
も
彼
女
の
手
に
よ
る
も

の
で
、
こ
れ
は
足
利
紫
山
禅
師
が
百
才
の
と
き
排
か
れ
た
も
の

を
、
彼
女
が
彫
っ
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
本
堂
内
陣
の
左
右

の
柱
に
か
け
ら
れ
た
聯
一
対
『
諸
行
無
常
是
生
滅
法
』
『
生
滅
滅

己
寂
滅
為
楽
』
も
彼
女
の
作
、
大
体
老
師
の
豪
放
な
筆
法
が
み

ご
と
に
生
き
て
い
る
。

こ
の
ほ
か
、
高
階
瀧
仙
禅
師
の
揮
竜
に
な
る
三
蔵
塔
『
蓮
華

峰
』
額
、
『
玉
華
門
』
額
、
本
堂
須
弥
蝋
、
縁
の
下
の
柱
の
う
ち

表
か
ら
は
見
え
な
い
後
の
二
本
に
施
し
た
花
の
彫
刻
な
ど
、
い

ず
れ
も
彼
女
の
心
怖
が
こ
も
っ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
作
品
に
も
増
し
て
、
彼
女
の
信
仰
心
の
鰯
さ
と
努

力
の
た
ま
も
の
と
も
い
え
る
の
が
、
写
経
で
あ
る
。
な
か
で
も

三
蔵
塔
に
お
さ
め
ら
れ
た
三
千
仏
名
経
、
「
過
去
」
「
現
在
」

「
未
来
」
の
三
巻
の
写
経
は
、
家
事
の
か
た
わ
ら
十
年
と
い
う

驚
く
べ
き
歳
月
と
根
気
を
か
け
た
も
の
で
、
彼
女
の
信
仰
心
を
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も
（
て
し
て
は
じ
め
て
な
し
得
た
こ
と
で
あ
ろ
う
こ
の
ほ
か

各
仏
像
の
胎
内
に
お
さ
め
ら
れ
た
写
経
、
仏
像
の
光
背
に
記
さ

れ
た
経
文
な
ど
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
彼
女
の
手
に
よ
り
彫
ら
れ

た
も
の
で
あ
る
。

〈
地
蔵
堂
縁
起
〉
（
五
三
頁
参
照
）

白
雲
山
の
旧
道
を
登
っ
た
中
腹
に
、
小
じ
ん
ま
り
し
た
目
立

た
な
い
地
蔵
堂
が
あ
り
子
育
地
蔵
が
奉
安
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ

は
桧
の
根
を
利
用
し
た
台
座
と
も
一
木
彫
り
で
あ
る
・
地
蔵
の
膝

に
抱
い
て
い
る
子
供
は
桐
江
の
孫
、
当
時
二
才
の
宏
之
が
モ
デ

ル
で
あ
る
。
こ
れ
は
彼
が
県
議
会
議
員
を
し
て
い
た
昭
和
十
八

年
頃
の
作
品
で
空
襲
が
激
し
か
っ
た
の
で
県
議
会
が
し
ば
し

ば
防
空
壕
の
中
で
行
な
わ
れ
た
頃
で
あ
る
。

〈
仁
王
門
〉

二
八
・
一
九
頁
参
照
）

地
蔵
堂
か
ら
五
○
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
と
こ
ろ
に
仁
王
門
が
た

っ
て
い
て
、
鳥
居
観
音
の
入
口
ら
し
い
雰
囲
気
に
な
る
。

寺
域
の
守
謹
神
で
阿
像
は
口
を
開
い
て
、
叫
像
は
口
を
閉
じ

て
二
体
揃
っ
て
の
い
わ
ゆ
る
阿
畔
の
呼
吸
と
い
う
言
葉
が
う
か

が
え
る
よ
う
で
あ
る
。

桐
江
は
昭
和
十
五
年
か
ら
、
こ
の
仁
王
像
の
制
作
に
と
り
か

か
っ
て
い
る
。
こ
の
間
、
次
の
よ
う
な
公
務
に
桃
わ
り
戦
時
中

で
も
あ
り
、
完
成
ま
で
に
十
二
年
間
を
賀
や
し
た
。

二
十
七
年
十
月
盛
大
に
落
慶
式
が
挙
行
さ
れ
た
。
こ
の
日
、

カ
ゴ
に
乗
っ
て
登
っ
て
き
た
臨
済
宗
管
長
峰
尾
大
体
老
師
が
、

豪
放
な
タ
ッ
チ
で
『
大
玄
門
』
と
揮
奄
し
た
扇
額
を
納
ぬ
そ

の
も
と
で
開
眼
の
際
『
喝
ノ
・
』
と
発
し
た
大
音
声
が
全
山
に
こ

だ
ま
し
、
な
み
い
る
来
会
者
は
ド
ギ
モ
を
抜
か
れ
た
。

仁
王
胎
内
に
は
、
桐
江
が
縁
起
を
記
し
、
妻
及
び
子
供
の
写

経
な
ど
が
鎌
倉
彫
の
経
箱
二
つ
に
入
れ
ら
れ
て
納
め
ら
れ
た
。

飯
能
銀
行
取
締
役
会
長
（
昭
和
七
～
言
ノ
年
）

埼
玉
県
森
林
組
合
連
合
会
理
事
・
会
長
（
同
一
七
～
二
三
年
）

埼
玉
県
議
会
議
員
（
同
一
八
～
二
二
年
）

埼
玉
銀
行
取
締
役
（
同
一
八
～
二
四
年
か
ら
三
六
年
ま
で
同
行

頭
取
）

参
議
院
議
員
（
同
二
二
～
二
八
年
）

全
国
銀
行
協
会
連
合
会
理
事
（
同
二
五
～
三
六
年
）

大
日
本
山
林
会
理
事
（
同
二
五
年
～
）

〈
本
堂
建
立
〉
（
三
四
・
四
二
～
四
七
頁
参
照
）

自
ら
の
手
に
よ
る
白
雲
山
の
整
備
が
進
ん
だ
の
を
機
に
、
桐

江
が
本
堂
の
建
立
に
着
手
し
た
の
は
昭
和
二
十
九
年
の
こ
と
で

あ
る
。
こ
の
年
、
鳥
居
観
音
が
宗
教
法
人
の
認
可
を
受
け
た
。

本
堂
は
五
年
の
歳
月
を
費
や
し
て
、
三
十
三
年
五
月
完
成
し
た
。

高
階
瀧
仙
禅
師
に
よ
っ
て
落
慶
法
要
が
な
さ
れ
た
こ
の
本
堂

は
、
飛
鳥
朝
建
築
様
式
に
現
代
性
を
取
り
入
れ
た
簡
潔
な
も
の

と
な
っ
た
。
設
計
は
多
田
篤
一
に
よ
る
。

堂
内
の
四
囲
の
絵
は
、
野
生
司
香
雪
の
作
に
よ
る
、
観
世
音

ふ
略
ら
く
か

の
住
む
と
い
う
補
陀
落
迦
山
の
物
語
で
、
彼
は
三
ヶ
月
間
滞
在

し
て
描
き
つ
づ
け
た
の
で
あ
る
。

中
央
入
口
の
ガ
ラ
ス
扉
は
八
ミ
リ
厚
さ
の
ガ
ラ
ス
を
二
枚
合

わ
せ
に
し
た
も
の
で
、
幅
二
・
七
メ
ー
ト
ル
、
高
さ
二
・
二
メ

ー
ト
ル
の
そ
こ
に
、
小
川
潮
人
の
筆
に
な
る
直
径
一
・
五
メ
ー

ト
ル
の
大
法
輪
と
、
四
隅
に
椛
字
が
描
か
れ
て
い
る
。
中
央
の

部
分
は
ブ
ロ
ン
ズ
製
。

四
囲
の
窓
は
六
ミ
リ
厚
さ
の
ガ
ラ
ス
二
枚
を
合
わ
せ
た
も
の

に
、
互
井
開
一
が
色
彩
豊
か
に
現
代
的
タ
ッ
チ
で
自
然
、
こ
と

に
山
の
幸
、
海
の
幸
を
描
い
た
も
の
で
あ
る
。

天
井
に
は
四
季
そ
れ
ぞ
れ
の
代
表
的
な
花
々
が
三
○
人
の
著

名
な
画
家
に
よ
っ
て
描
か
れ
て
い
る
。

ま
た
本
堂
正
面
の
額
、
左
右
の
側
柱
に
あ
る
大
体
老
師
の
筆

に
よ
る
『
諸
行
無
常
是
生
滅
法
』
『
生
滅
滅
己
寂
滅
為
楽
』
の
聯

は
、
前
述
の
ご
と
く
桐
江
の
妻
と
み
が
彫
っ
た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
本
堂
そ
れ
自
体
が
一
つ
の
美
術
品
の
宝
庫
に

な
っ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。



本堂七観音

《
丞
堂
の
仏
像
た
ち
〉

以
前
よ
り
鳥
居
観
音
に
七
観
音
像
も
安
置
す
べ
く
長
期
間
の

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
念
頭
に
彫
刻
に
励
ん
で
き
た
桐
江
で
あ
っ
た

が
、
本
堂
建
立
に
併
行
し
て
七
観
音
の
制
作
も
精
力
的
に
進
め

ら
れ
て
い
た
。

昭
和
皇
十
八
年
に
は
如
意
輪
観
音
に
蒜
下
し
た
。

制
作
に
あ
た
り
桐
江
は
、
仏
像
の
尊
厳
を
傷
つ
け
な
い
範
囲

で
現
代
の
感
覚
を
生
か
そ
う
と
努
力
し
、
女
性
的
円
満
を
表
わ

す
よ
う
に
全
て
丸
と
陰
陽
を
も
っ
て
彩
色
し
て
い
る
。
現
代
感

覚
の
導
入
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
、
桐
江
は
そ
の
後
の
ど
の
作

品
に
も
試
み
て
い
る
。

像
の
胎
内
に
は
い
ず
れ
の
作
品
も
そ
う
で
あ
る
が
縁
起
が
記

さ
れ
、
写
経
が
納
め
ら
れ
て
い
る
。
開
眼
は
二
十
年
六
月
、
塩

入
亮
忠
大
併
正
に
よ
っ
て
行
な
わ
れ
た
。

ひ
き
続
い
て
不
空
鞘
索
観
音
像
を
制
作
、
二
年
余
の
後
に
完

成
。
光
背
は
沢
田
政
広
、
台
座
は
村
岡
久
作
、
彩
色
は
小
川
潮

人
の
協
力
を
得
る
。

埼
玉
銀
行
よ
り
、
本
堂
完
成
記
念
の
寄
進
と
し
て
沢
田
政
広

作
の
十
↓
而
観
音
を
奉
納
さ
れ
た
。

こ
う
し
て
、
聖
脱
吉
、
如
意
輪
観
音
、
不
空
羅
索
観
音
、
十

一
面
観
音
の
凶
観
音
像
が
盤
っ
た
。

本
堂
完
成
後
の
七
月
に
五
番
目
の
馬
頭
観
音
が
で
き
あ
が
っ

た
。
頭
上
に
馬
頭
を
の
せ
、
盆
怒
の
形
相
を
し
た
顔
が
三
面
に

な
っ
て
い
る
。

こ
の
像
は
有
馬
老
師
に
よ
っ
て
開
眼
さ
れ
た
。

二
年
後
の
一
・
一
十
五
年
血
月
に
は
准
低
観
音
が
総
持
寺
批
主
、

弧
峰
智
環
禅
師
に
よ
っ
て
開
眼
さ
れ
た
。
こ
の
像
も
馬
頭
観
音

同
様
、
小
型
で
あ
る
。

准
低
観
音
は
、
た
く
さ
ん
の
仏
の
母
で
あ
り
、
純
粋
な
母
性

愛
を
表
わ
し
て
い
る
。
観
音
様
は
中
性
で
男
女
自
由
に
彫
ら
れ

る
が
、
こ
の
准
砥
観
音
だ
け
は
女
性
で
あ
る
。

桐
江
は
、
母
の
お
も
か
げ
の
美
し
さ
を
思
い
出
し
な
が
ら
こ

《
（
■
再
一
一
■
》
一
］
酌
一
■
一
四
一
『
一
型
哩
皇
一
へ
》
〉
’
一
一
岬
詐
Ｆ
》
一
一
■
■
■
■
師
叫
》
■
一
画
■
一
■
■
一
一
｛
”
一
〈
ユ
ー
皇
一
一
一
》
唾
曲
一
』
｜

こ
う
し
て
桐
江
の
独
創
に
よ
る
七
観
音
は
こ
こ
に
揃
っ
た
わ

け
で
あ
る
が
、
千
手
観
音
は
大
き
す
ぎ
て
本
堂
に
入
ら
ず
、
さ

ら
に
二
つ
の
観
音
像
は
本
堂
の
畳
の
上
に
置
か
れ
て
い
る
状
態

だ
っ
た
の
で
、
本
堂
の
瑚
築
を
行
な
い
、
千
手
観
音
の
開
眼
式

と
と
も
に
四
十
二
年
五
月
落
慶
式
が
行
な
わ
れ
た
。
（
弊
師
・
高

階
瀧
仙
狼
下
）

こ
の
落
慶
式
は
鳥
居
観
音
に
一
つ
の
時
代
を
画
す
よ
う
な
盛

大
な
も
の
に
な
り
、
参
列
し
た
信
徒
の
数
は
千
数
百
名
に
達
し

た
。

増
築
さ
れ
た
本
堂
は
五
○
坪
と
な
り
、
こ
こ
に
初
め
て
七
観

音
が
一
堂
に
揃
っ
て
安
置
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

〈
文
庫
設
立
〉
（
本
文
、
五
八
～
六
二
頁
参
蝋
）

昭
和
三
十
三
年
完
成
し
た
鳥
居
文
庫
は
、
三
蔵
塔
建
立
の
発

願
者
で
も
あ
り
、
桐
江
と
は
因
縁
浅
か
ら
ぬ
水
野
梅
暁
が
彼
の

所
有
し
て
い
た
中
国
文
献
を
鳥
居
観
音
に
奉
納
し
た
い
と
い
っ

て
い
た
こ
と
か
ら
、
そ
の
志
を
継
い
で
で
き
た
も
の
で
あ
る
。

当
文
庫
に
は
、
梅
暁
老
師
の
世
品
を
は
じ
め
、
桐
江
の
作
品

や
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
．

昭
和
三
十
五
年
に
は
節
二
文
庫
が
完
成
、
白
雲
山
を
訪
れ
る

人
達
に
公
開
さ
れ
て
い
る
。

〈
玄
芙
三
蔵
塔
建
立
〉
（
三
五
頁
参
照
）

大
東
亜
戦
争
勃
発
の
翌
昭
和
十
七
年
、
日
本
の
主
兵
力
が

中
国
に
あ
っ
た
。
南
京
の
守
備
に
あ
た
っ
て
い
た
高
森
隆
介
大

佐
が
率
い
る
高
森
部
隊
は
十
一
月
の
あ
る
日
、
盤
地
作
業
中
、

れ
を
彫
（
た

七
観
音
の
最
後
と
し
て
最
も
手
の
こ
ん
だ
千
手
観
音
に
着
手

し
た
の
は
桐
江
六
十
六
才
。
翌
年
、
世
の
耳
目
を
集
め
た
武
州

鉄
道
事
件
で
あ
ら
ぬ
疑
い
か
ら
法
廷
で
争
う
こ
と
に
な
っ
た
。

そ
ん
な
中
で
彫
り
始
め
た
こ
の
観
音
は
五
年
の
後
、
四
十
・
一
年

に
完
成
し
た
。
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霊
脅
を
白
皇
山
に
迎
え
る
に
至
る
導
師
と
も
い
う
べ
き
水
野

梅
暁
は
、
禅
宗
に
僧
職
を
お
い
て
い
た
。
ま
た
彼
は
中
国
に
精

通
し
、
そ
の
知
識
と
経
験
を
買
わ
れ
て
外
務
省
一
の
嘱
託
と
し
て

中
国
外
交
の
担
い
手
と
し
て
活
躍
し
た
。

彼
は
寺
も
も
た
ず
地
位
も
求
め
ず
中
国
を
行
脚
す
る
こ
と
を

・
っ
の
目
標
と
し
て
い
た
の
で
、
中
・
国
体
験
の
豊
か
さ
や
中
国

要
人
と
の
交
渉
は
想
像
を
超
え
る
も
の
が
あ
っ
た
。

昭
和
六
年
頃
、
彼
が
病
気
で
入
院
し
た
麹
町
病
院
の
主
治
医

柳
川
博
士
が
桐
江
の
妹
の
夫
で
あ
っ
た
関
係
か
ら
、
病
気
回
復

の
静
養
の
た
め
、
名
栗
の
平
沼
家
に
あ
ず
け
ら
れ
た
。
こ
の
と

き
か
ら
平
沼
家
と
梅
暁
の
親
交
が
始
ま
っ
た
。
以
来
、
全
快
後

も
彼
は
平
沼
家
を
我
が
家
の
よ
う
に
し
て
し
ば
し
ば
訪
れ
、
炉

端
で
ア
ジ
ア
の
情
勢
や
仏
教
の
こ
と
な
ど
、
四
十
才
に
な
り
名

栗
村
長
に
な
る
前
後
の
桐
江
一
家
と
語
り
合
う
こ
と
が
多
か
っ
た
。

戦
後
の
昭
和
二
十
四
年
、
名
古
屋
、
日
泰
寺
で
営
ま
れ
た
仏
舎

利
奉
安
五
十
周
年
大
法
要
に
、
三
蔵
法
師
の
霊
骨
を
奉
持
し
て

参
加
し
た
梅
暁
は
ぞ
の
大
役
を
果
た
し
お
え
た
喜
び
も
さ
め
や

ら
ぬ
う
ち
、
慈
恩
寺
で
病
に
臥
し
、
十
一
月
鳥
居
観
音
の
三
蔵

塔
完
成
を
見
る
こ
と
な
く
、
そ
の
波
乱
の
生
涯
を
閉
じ
た
。

梅
暁
の
死
に
よ
り
、
三
蔵
塔
建
立
は
桐
江
の
悲
願
と
な
っ
た
。

昭
和
三
十
二
年
の
暮
、
つ
い
に
塔
の
瀧
想
は
固
ま
っ
た
。
霊

大
き
な
石
棺
を
掘
り
あ
て
た
＆

そ
の
石
棺
の
中
に
は
玄
芙
二
蔵
法
師
の
霊
骨
と
三
百
余
点
の

副
葬
品
が
納
め
ら
れ
て
い
た
。

こ
の
霊
骨
は
中
国
政
府
の
手
で
霊
骨
塔
に
納
め
ら
れ
た
が
、

そ
の
一
部
が
日
本
側
に
分
骨
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

中
国
か
ら
三
蔵
法
師
の
霊
骨
を
受
け
て
き
た
一
人
で
あ
る
水

野
梅
暁
は
、
霊
骨
塔
は
日
本
に
一
ヶ
所
で
も
多
く
建
立
さ
れ
る

こ
と
が
仏
教
界
の
た
め
に
よ
い
と
考
え
、
伊
豆
長
岡
の
岡
部
長

景
と
平
沼
禰
太
郎
に
分
骨
し
た
。
か
く
し
て
霊
骨
は
鳥
居
観
音

に
迎
え
ら
れ
、
現
在
の
三
蔵
塔
建
立
へ
の
縁
起
に
な
っ
た
．
の
で

骨
塔
の
模
型
は
日
中
．
印
の
三
国
の
仏
教
美
術
の
粋
を
集
め

中
東
の
宗
教
彫
刻
を
も
参
考
に
す
る
な
ど
、
彼
の
信
仰
と
仏
教

彫
刻
に
対
す
る
考
え
方
の
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
が
よ
く
で
た
も
の

で
あ
る
。

ま
た
、
梅
暁
が
生
前
、
霊
骨
塔
建
立
に
つ
い
て
は
「
現
在
日

本
に
お
い
て
、
〃
こ
の
人
は
“
と
い
わ
れ
る
よ
う
な
第
一
人
者
千

人
の
擬
同
を
得
て
後
世
に
そ
の
名
を
残
し
た
ら
よ
い
が
な
あ
」

と
い
っ
て
い
た
の
で
こ
の
聖
業
達
成
に
各
界
か
ら
発
起
人
に
な

っ
て
も
ら
お
う
と
考
え
た
。
こ
の
悲
願
は
二
百
名
の
署
名
と
賛

助
者
三
千
余
と
い
う
形
に
な
っ
て
達
成
さ
れ
た
。

〈
大
観
音
建
童
〉
（
二
○
鯛
…
三
二
二
二
八
・
三
弗
頁
参
照
）

大
観
音
建
立
の
悲
願
は
い
つ
ご
ろ
か
ら
桐
江
の
心
に
芽
ば
え

た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
五
回
に
わ
た
る
聖
地
巡
拝
で
そ
の

素
地
が
固
ま
っ
て
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

「
高
い
山
頂
で
あ
る
霊
地
か
ら
、
あ
ま
ね
く
世
間
を
見
そ
な
わ

し
、
雌
大
な
る
大
慈
大
悲
の
威
神
力
に
よ
り
衆
生
を
済
度
し
、

こ
の
不
安
な
世
相
を
是
正
し
て
平
和
な
国
土
、
万
民
豊
楽
を
こ

い
願
う
一
途
の
念
」
か
ら
大
観
音
建
立
を
悲
願
し
た
と
い
う
。

長
い
人
生
体
験
を
も
と
に
近
代
感
を
取
り
入
れ
て
の
独
創
的

な
椛
想
は
、
四
十
三
年
七
月
に
設
計
図
が
引
か
れ
、
二
年
後
の

四
十
五
年
五
月
九
日
、
曹
洞
宗
管
長
・
総
持
寺
黄
主
岩
本
勝
俊

禅
師
を
導
師
と
し
て
迎
え
上
棟
式
を
行
な
っ
た
。

そ
れ
ま
で
に
東
京
・
江
古
田
の
桐
江
の
ア
ト
リ
エ
で
は
大
観

音
の
模
型
（
四
メ
ー
ト
ル
）
を
つ
く
り
、
そ
れ
を
六
倍
に
引
き

の
ば
す
た
め
区
切
っ
て
粘
土
づ
け
す
る
作
業
が
、
一
年
余
を
要

し
て
進
め
ら
れ
た
。

こ
の
よ
う
な
巨
大
な
も
の
を
粘
土
で
拡
大
す
る
の
は
日
本
で

は
初
め
て
の
こ
と
で
、
彫
刻
界
で
も
話
題
と
濠
っ
て
い
た
。

こ
の
日
本
で
、
当
時
、
三
番
目
に
高
い
救
世
大
観
音
に
は
屋

上
の
四
方
に
四
天
王
を
配
し
た
り
、
玄
関
両
脇
に
徳
川
初
期
の

作
品
を
修
復
し
た
仁
王
尊
を
安
置
し
た
り
し
て
．
イ
ン
ド
、
中
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建設中の大観帝脇仏(部分；建設中の平和観君

近
東
の
建
築
と
日
本
寺
院
の
様
式
を
融
合
さ
せ
る
た
め
配
慮
さ

れ
て
い
る
。

ま
た
、
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
を
使
用
し
た
ギ
リ
シ
ャ
式
玄
関
、

中
央
入
口
の
ギ
リ
シ
ャ
・
ク
レ
タ
烏
に
見
ら
れ
る
逆
さ
柱
、
入

口
の
踏
み
石
は
セ
イ
ロ
ン
鳥
の
寺
院
に
み
ら
れ
る
ム
ー
ン
ス
ト

ー
ン
（
平
沼
と
み
・
作
）
の
形
式
な
ど
が
と
り
入
れ
ら
れ
て
お

り
、
救
世
大
観
音
本
体
お
よ
び
内
部
は
桐
江
美
術
の
結
集
と
い

う
こ
と
が
で
き
る
。

〈
納
経
塔
、
平
和
観
音
建
立
〉

（
三
六
・
四
○
～
四
一
・
五
四
頁
参
照
）

桐
江
の
観
音
郷
づ
く
り
へ
の
意
欲
は
、
と
ど
ま
る
と
こ
ろ
を

知
ら
ず
二
年
後
昭
和
四
十
八
年
十
一
月
に
は
、
三
蔵
塔
と
大
観

音
の
中
間
の
面
白
岩
に
総
高
十
五
メ
ー
ト
ル
の
納
経
塔
を
建
立

し
た
。こ

の
納
経
塔
は
、
今
か
ら
一
千
年
前
、
仏
教
が
旺
磯
を
極
め

た
ガ
ン
ダ
ー
ラ
の
遡
跡
か
ら
掘
り
出
さ
れ
て
博
物
館
に
あ
っ
た

も
の
を
桐
江
が
旅
行
の
際
見
て
、
考
案
し
た
も
の
で
あ
る
。

内
部
壇
上
に
は
．
一
頭
の
獅
子
を
台
座
と
し
て
、
金
箔
立
像
の

釈
迦
如
来
を
安
置
し
て
あ
る
。
（
五
四
頁
参
照
）
そ
し
て
、
大
観
音

堂
宇
内
の
一
万
体
観
音
を
供
謎
す
る
た
め
一
万
巻
の
「
般
若
心

経
」
が
奉
納
さ
れ
て
い
る
が
、
十
万
巻
納
経
を
も
念
願
さ
れ
て

い
ヲ
つ
。

一
方
、
昭
和
五
十
年
に
は
地
球
愛
謹
平
和
観
音
が
落
慶
し
た
。

こ
の
平
和
観
音
は
車
が
登
れ
な
い
三
方
山
に
囲
ま
れ
た
標
高

血
○
○
メ
ー
ト
ル
の
地
点
に
あ
り
、
工
事
は
困
難
を
き
わ
め
た
。

こ
の
筒
さ
十
五
メ
ー
ト
ル
の
観
音
像
を
標
高
五
○
○
メ
ー
ト
ル

の
高
所
に
移
す
た
め
に
は
多
く
の
工
事
従
事
者
た
ち
の
努
力
と

根
気
が
い
っ
た
。

し
か
し
、
今
日
は
地
球
愛
謹
の
名
の
通
り
、
恒
久
平
和
を
願

い
穏
や
か
な
慈
愛
に
満
ち
た
表
怖
で
下
界
を
み
つ
め
て
い
る
。

ｃ
参
壱
奮
料
．

「
白
雲
山
鳥
居
観
謝
の
し
お
り
」
（
鳥
居
観
脅
刊
）

「
Ｇ
・
Ｒ
白
雲
郷
と
り
い
」
（
鳥
居
観
音
刊
）

「
鳥
居
観
音
と
平
沼
揃
太
郎
」
（
プ
レ
ス
刊
）

「
仏
像
案
内
」
（
吉
川
弘
文
館
刊
）

「
観
音
像
」
（
誠
信
譜
房
刊
）

「
仏
像
・
イ
コ
ノ
グ
ラ
フ
ィ
」
（
岩
波
諜
店
刊
）



三
十
三
観
音
、
鐘
楼
建
立

建設中の鎚髭

桐
江
は
じ
め
鳥
居
観
音
信
者
の
永
年
の
悲
願
で
あ
（
た
鐘
楼

が
、
昭
和
五
十
二
年
五
月
よ
う
や
く
落
慶
の
喜
び
を
み
る
こ
と

に
な
っ
た
。

こ
の
設
計
は
、
か
っ
て
バ
リ
島
で
見
た
柳
子
の
葉
で
蕊
い
た

素
朴
な
鐘
楼
に
桐
江
が
ヒ
ン
ト
を
得
た
も
の
で
、
他
に
類
を
み

な
い
五
角
形
の
柱
と
屋
根
か
ら
な
る
鐘
楼
で
今
年
よ
り
除
夜
の

鐘
の
響
き
は
全
山
に
こ
だ
ま
す
る
で
あ
ろ
う
。

総
高
十
一
メ
ー
ト
ル
五
角
形
五
本
柱

鐘
・
口
経
一
・
二
メ
ー
ト
ル
高
さ
一
・
七
メ
ー
ト
ル

さ
ら
に
理
想
の
観
音
郷
づ
く
り
に
疲
れ
を
み
せ
な
い
桐
江
は
、

続
い
て
、
三
十
三
観
音
の
制
作
に
打
ち
込
ん
で
い
る
。

こ
の
三
十
三
観
音
と
い
う
の
は
、
妙
法
蓮
華
経
普
門
品
に
説

か
れ
た
三
十
三
応
現
身
、
即
ち
仏
身
、
バ
ラ
モ
ン
身
、
比
丘
、

比
丘
尼
身
等
々
、
あ
ら
ゆ
る
必
要
に
応
じ
た
姿
で
、
こ
の
世
に

現
わ
れ
吾
々
を
救
っ
て
下
さ
る
と
い
う
三
十
三
の
例
に
も
と
ず

く
も
の
で
あ
る
。

桐
江
は
、
現
在
迄
に
三
十
体
の
三
十
三
観
音
（
石
膏
・
原
型
）

を
制
作
し
、
そ
の
う
ち
十
四
体
の
（
ブ
ロ
ン
ズ
製
）
観
音
が
完
成

し
て
い
る
。

こ
こ
に
は
前
述
に
一
部
掲
載
し
て
あ
る
三
十
三
観
音
以
外
の

ブ
ロ
ン
ズ
製
・
完
成
像
お
よ
び
現
在
制
作
中
の
石
膏
原
型
、
粘

土
原
型
、
原
図
を
掲
峨
し
た
。
（
総
高
各
○
・
八
ｍ
前
後
、
現

在
制
作
中
）
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